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 コースタイム（天候：天気図記号）  

   ルート図（地図を見て正確に） 
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奥穂高岳、丹沢山と”山へ復活“した小久保さんが、また冬眠しないよ

うに国見岳へ誘った。友達の都合がつかず一人での参加となったが明

るい性格の小久保さんはメンバーの輪に直ぐに溶け込み楽しい山歩き

が出来ました。また御一緒しましょう。冬眠しないように！

望荘でひとっ風呂浴びて解散。初対面にも関わらずあたたかく迎えてくださった皆さん、

ありがとうございました。金子さん、いつも親切にして頂きありがとうございます。おかげ

で山を楽しむことができました。 

山岳部忘年会で金子さんと雑談中、国見岳登山のお話をいただいた。金子さんが仕事（？）仲間の皆さんと計画されている個人山行

に、ひとりだけ混ぜていただくことに。金子さんの車でデンソーリゾートみすずに到着すると、既に到着されていたお友達がポカーンと

口を開けていた。どうやら筆者が参加することはご存知なかった模様。金子さんの妻を装い登場すると、「いや～若い奥さんだとは聞

いていたけども～」と、こちらのボケに乗ってくださった。楽しい一日になりそうだ。全員集合し、5 名で登山開始。しょっぱなの川を渡る

と、テントが一張り。こういうところで宴会するのも楽しそう。ずっと金子さんの後について行ったが、ここをもう一度ひとりで行けと言わ

れたらきっと混乱するだろうな、と思わせられるわかりづらいポイントもちょくちょくあり、低山こそ迷いやすい、という感覚がなんとなく

わかった気がした。途中急登もあったが、金子グループの皆さんの楽しいおしゃべりのおかげで難なく登ることができ、また、頂上に

近づくと雪がついているところもあり冬の雰囲気も少し楽しめた。頂上で大休止。ゆったりした空気が流れる中、あったかいカップラー

メンをほおばって充実の昼食タイム。下山時には御在所方面が見渡せる岩の上で写真撮影。ここからの景色は本当にきれいで、鳥

になって飛んでしまいそうな自分を抑えるのが大変だった。国見岳にはあまり人がいなかったが、御在所岳からの合流地点を過ぎて

からは大人数のパーティに出遭ったりして、抜きつ抜かれつが繰り返された。終始のんびりした雰囲気の中、全員無事に下山し、希

ＣＬ：金子、小久保 

部外者 3名 

 

11/30（土） 晴れ 

 

06:30 前後駅発 

08:20 デンソーリゾートみすず 

08:50 裏道登山口発 

09:30～10:00 藤内小屋 

10:50～11:00 奇岩の下 

11:30～11:45 ゆるぎ岩 

12:00～13:00 頂上 

14:30～14:45 藤内小屋 

15:00 裏道登山口着  

15:30 希望荘（浴場）着 

 

親睦登山 

 
 

2013 年 11 月 30 日（土） 
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